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個人情報の取扱いについて

（1）本学が保有する個人情報は、「独立行政法人等の保有する個人情報の保護に関する法律」
等の法令を遵守するとともに、「国立大学法人北海道大学個人情報管理規程」に基づき、保護
に万全を期しています。

（2）出願に当たってお知らせいただいた氏名、住所その他の個人情報については、①入学者選抜、
　②合格発表、③入学手続、④入学者選抜方法等における調査・研究、⑤検定料に関する業務、
及び⑥これらに付随する業務を行うために利用します。

（3）出願に当たってお知らせいただいた個人情報は、合格者のみ入学後の①教務関係（学籍、修
学指導等）、②学生支援関係（健康管理、奨学金申請、入寮選考等）、③キャリア支援関係
（就職、インターンシップ等）、④授業料等に関する業務、⑤附属図書館利用に関する業務、
⑥情報教育施設利用に関する業務を行うために利用します。

（4）（3）の個人情報のうち、氏名、住所に限って、北大フロンティア基金及び本学関連団体であ
る①北海道大学体育会、②北海道大学法学部同窓会からの連絡を行うために利用する場合があ
ります。
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令和８年度 北海道大学法学部 

第３年次・第２年次編入学学生募集要項 
  

募 集 の 趣 旨 

北海道大学法学部では、本学部以外での学士号取得者と、他大学に一定期間在学した者について、本学

部における全学教育並びに法学・政治学の専門教育を履修することを希望し、それにふさわしい資質と能

力を持つと認められる者に対して門戸を開くこととしました。さらに現在は編入学出願資格条件をさらに

拡大し、短期大学、高等専門学校及び専修学校専門課程の卒業者に対しても本学部の教育を履修する機会

を提供しています。法学・政治学の勉学に熱意を持つ皆さんの応募を期待します。 
 

１．募 集 人 員 

法学課程  第３年次 １０名 

         第２年次 １０名 
 

２．出 願 資 格 

第第３３年年次次 

次のいずれかに該当する者とする。 

(1) 他の大学において２年以上在学（休学期間を除く）し、42 単位以上を修得した者又は外国において

学校教育における 16 年の課程に 14 年以上在学し、所定の学修の成果を有する者及び令和８年３月ま

でにこの要件を満たす見込みの者＊ 

＊要件を満たす見込みで受験した合格者が、要件を満たすことができなかった場合は、入学を取り消す。 
(2) 他の大学に２年以上在学（休学期間を除く）し、所定の授業科目を履修し、42 単位以上修得した中

途退学者又は外国において学校教育における 16 年の課程に 14 年以上在学し、所定の学修の成果を有

する中途退学者 

(3) 本学若しくは他の大学を卒業した者又は外国において学校教育における 16 年の課程を修了した者

及び令和８年３月までに卒業（修了）見込みの者 

(4) 大学改革支援・学位授与機構から学士の学位を授与された者及び令和８年３月までに授与される見

込みの者 

(5) 短期大学若しくは高等専門学校を卒業した者又は外国において学校教育における 14 年の課程を修

了した者及び令和８年３月までに卒業（修了）見込みの者 

(6) 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学校

教育における 14 年の課程を修了した者及び令和８年３月までに修了見込みの者 

(7) 専修学校の専門課程（修業年限が２年以上であることその他の文部科学大臣の定める基準を満たす

ものに限る。）を修了した者（学校教育法第 90 条第１項に規定する者に限る。）及び令和８年３月ま

でに修了見込みの者 

(8)高等学校（中等教育学校の後期課程及び特別支援学校の高等部を含む。）の専攻科の課程（修業年限

が２年以上であることその他の文部科学大臣の定める基準を満たすものに限る。）を修了した者（学

校教育法第 90 条第１項に規定する者に限る。）及び令和８年３月までに修了見込みの者 

 
 

第第２２年年次次  

次のいずれかに該当する者とする。 

(1) 他の大学において１年以上在学（休学期間を除く）し、32 単位以上を修得した者又は外国において

学校教育における 16 年の課程に 13 年以上在学し、所定の学修の成果を有する者及び令和８年３月ま

でにこの要件を満たす見込みの者＊ 

＊要件を満たす見込みで受験した合格者が、要件を満たすことができなかった場合は、入学を取り消す。 
(2) 他の大学に１年以上在学（休学期間を除く）し、所定の授業科目を履修し、32 単位以上修得した中

途退学者又は外国において学校教育における 16 年の課程に 13 年以上在学し、所定の学修の成果を有

する中途退学者 

(3) 本学若しくは他の大学を卒業した者又は外国において学校教育における 16 年の課程を修了した者



－ 2 － 

及び令和８年３月までに卒業（修了）見込みの者 

(4) 大学改革支援・学位授与機構から学士の学位を授与された者及び令和８年３月までに授与される見

込みの者 

(5) 短期大学若しくは高等専門学校を卒業した者又は外国において学校教育における 14 年の課程を修

了した者及び令和８年３月までに卒業（修了）見込みの者 

(6) 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学校

教育における 14 年の課程を修了した者及び令和８年３月までに修了見込みの者 

(7) 専修学校の専門課程（修業年限が２年以上であることその他の文部科学大臣の定める基準を満たす

ものに限る。）を修了した者（学校教育法第 90 条第 1 項に規定する者に限る。）及び令和８年３月ま

でに修了見込みの者 

(8)高等学校（中等教育学校の後期課程及び特別支援学校の高等部を含む。）の専攻科の課程（修業年限

が 2 年以上であることその他の文部科学大臣の定める基準を満たすものに限る。）を修了した者（学

校教育法第 90 条第 1 項に規定する者に限る。）及び令和８年３月までに修了見込みの者 

 
 

３．出願期間 

令和７年９月２９日（月）～令和７年１０月１日（水） 

注：必ず郵送とすること。〔１０月１日当日の消印有効〕 

 

４．出願方法 

出願書類等は、本学部所定の封筒に入れ、必ず「速達特定記録」扱いにし、余裕を持って発送するこ

と。なお、直接持参しても受理しない。 
 

【送付先】 〒060-0809 札幌市北区北９条西７丁目 北海道大学法学部教務担当 
 

注１：１０月２日以降の消印の出願書類等は受理しない。 

注２：受験票は１０月下旬に郵送する。 
 

５．出願書類 

※ ① 入学願書・受験票 

・写真票 

必要事項を記入し、写真（上半身脱帽・正面向きのもので出願前３ヶ月以内

に撮影したもの―縦４㎝×横３㎝）各１枚を所定の欄に貼り付けること。 

※ ② 編入学希望理由書 編入学を希望する理由を具体的に記入すること。 

※ ③ 入学検定料 

（30,000 円） 

第３年次と第２年次を併願する場合も左の額とする。 

① 別添の「払込票」の※印欄に、志願者（本人）の住所・氏名（漢字、ﾌﾘｶﾞ

ﾅ）・電話番号を黒のボールペンで正確に記入して郵便局（ゆうちょ銀行）・

銀行の窓口で振り込むこと。【ATM は使用不可】 

② 振込手数料は振込者の負担とする。 

③ 「振替払込請求書兼受領書(D)」及び「検定料受付証明書(E)」を郵便局（ゆ

うちょ銀行）・銀行の窓口から受け取る際には、必ず「日附印」を確認する

こと。「日附印」が押印されていないと願書は受理しない。 

④ 「日附印」が押印された「検定料受付証明書(E)」を検定料受付証明書台

紙の所定の欄に貼り付けて提出すること。「振替払込請求書兼受領書(D)」

は本人の控えとして大切に保管すること。 

⑤ 検定料は、普通為替や現金では受理できないので必ず郵便局（ゆうちょ銀

行）・銀行の窓口で振り込みの手続きをすること。 

 ④ 卒業(見込)証明書・

在学証明書又は退学証

明書（いずれか該当する

ものを提出すること） 

出身又は在学の大学・学校長又は学部長等が証明したもの。 

大学改革支援・学位授与機構によって学士の学位を授与された者（見込を含

む）は、授与（見込）証明書。 

 ⑤ 成績証明書 

（厳封したもの） 

出身又は在学の大学・学校長又は学部長等が証明し、厳封したもの。 

在学大学等の都合により出願期間に提出できない場合は学修簿、履修登録票
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など学修状況がわかる書類のコピーを出願期間に提出し、成績証明書は１０

月２４日（金）までに提出すること。 

※ ⑥ 封筒２枚 受験票送付及び結果通知用。志願者の住所・氏名・郵便番号を明記し、410

円分の切手（速達）を貼り付けること。 

※ ⑦ 宛名票 合格者に対して入学手続関係書類を送る際に使用。書類の送付先住所・氏名・

郵便番号を明記すること。 

（※印は、この募集要項に添付してあるもの） 

 

６．選 考 方 法  

(1) 第３年次への編入学を希望する者には、専門科目（法学・政治学の基礎的問題）及び英語を課し、

その試験結果及び出願書類の内容を総合して合格者を決定する。 

(2) 第２年次への編入学を希望する者には、小論文及び英語を課し、その試験結果及び出願書類の内容

を総合して合格者を決定する。 

(3) 筆記試験については、各科目とも本学部が求める水準の得点を得ることを要する。 

(4) 第３年次及び第２年次への編入学を併願する場合は、下表の科目を全て受けなければならない。 

(5) 第３年次及び第２年次への編入学を併願した者で、両試験に合格した者は第３年次編入学合格者と

する。 

試 験 日 科 目 時  間 備   考 

令和７年１１月１日（土） 

小 論 文 9:20～11:20(120分) 第２年次編入学出願者 

英  語 12:20～14:20(120 分) 
第２年次及び第３年次編入学出

願者（併願者を含む） 

専門科目 14:50～16:50(120 分) 第３年次編入学出願者 

 

７．試 験 会 場 

北海道大学法学部   札幌市北区北９条西７丁目 
 

８．合 格 発 表 

令和７年１２月５日（金）１０：００（予定） 

北海道大学法学部事務室前掲示板に合格者の受験番号を掲示する。また、全受験者に郵送により合

否を通知するが、１２月１２日（金）までに通知が届かなかった場合に限り、問い合わせに応じる。 
 

９．修 学 条 件 等 

第３年次編入学生 

(1) 入学後２年以上４年以内に北海道大学法学部規程に定める授業科目を履修し、卒業に必要な単位を

修得し、かつ、学部長が別に定める卒業に必要な基準を満たした者について、教授会の議を経て、総

長が卒業を認定する。 

(2) 本学部へ入学する前に、在学した大学等において修得した一般教養に相当する科目の単位について

は、42 単位（外国語科目を含む）までを本学部の全学教育科目（一般教養科目）を修得したものとみ

なし、包括的に認定する。 

(3) 本学部へ入学する前に、在学した大学等において修得した専門科目に相当する科目の単位について

は、本学部の定める基準に従ってその一部を全学教育科目の「人文・社会科学の基礎」で開講される

「法学入門Ⅰ」、「法学入門Ⅱ」、「法学入門Ⅲ」及び「政治学入門」並びに本学部の専門科目の単

位として認定することがある。（最大 30 単位まで） 

(4) 全学教育科目の「人文・社会科学の基礎」で開講される「法学入門Ⅰ」、「法学入門Ⅱ」、「法学

入門Ⅲ」及び「政治学入門」の履修を強く奨める。 
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第２年次編入学生 

(1) 入学後３年以上７年以内に北海道大学法学部規程に定める授業科目を履修し、卒業に必要な単位を

修得し、かつ、学部長が別に定める卒業に必要な基準を満たした者について、教授会の議を経て、総

長が卒業を認定する。（ただし、第３年次までに３年を超えて在学することはできない。） 

(2) 本学部へ入学する前に、在学した大学等において修得した一般教養に相当する科目の単位について

は、32 単位（外国語科目を含む）までを本学部の全学教育科目（一般教養科目）を修得したものとみ

なし、包括的に認定する。 

(3) 本学部へ入学する前に、在学した大学等において修得した専門科目に相当する科目の単位について

は、本学部の定める基準に従ってその一部を全学教育科目の「人文・社会科学の基礎」で開講される

「法学入門Ⅰ」、「法学入門Ⅱ」、「法学入門Ⅲ」及び「政治学入門」並びに本学部の専門科目の単

位として認定することがある。（最大 30 単位まで） 

(4) 本学部第２年次に入学後、全学教育科目４単位以上の修得を本学部第３年次進級への要件とする。 

(5) 本学部卒業要件に必要な全学教育科目の単位として、上記(2)の他に 10 単位以上を修得すること。

ただし、外国語演習４単位以上の修得を必ず含むものとする。 

(6) 全学教育科目の「人文・社会科学の基礎」で開講される「法学入門Ⅰ」、「法学入門Ⅱ」、「法学

入門Ⅲ」及び「政治学入門」の履修を強く奨める。 
 

10．入 学 手 続 期 間 

令和８年３月２日（月）～令和８年３月４日（水） 

※ 入学手続に関する詳細については、合格者に別途通知する。 
 

11．入学手続時に要する経費 

(1) 入学料 282,000 円（予定額） 

(2) 授業料 267,900 円（年額 535,800 円）（予定額） 

※ 上記の学生納付金は予定額であり、入学時及び在学中に学生納付金の改定が行われた場合には、改

定時から新たな学生納付金が適用される。 

 

12.成績開示について 

本学部では、受験者本人からの請求に基づき、今年度実施の第２年次・第３年次編入学試験の成績を、

下記の要領で開示する。 

なお、これ以外の内容は開示しない。 

 

(1) 開示内容 

① 第２年次編入学試験にあっては、小論文と英語の各得点およびその合計点 

② 第３年次編入学試験にあっては、専門科目と英語の各得点およびその合計点 

③ 第２年次編入学試験と第３年次編入学試験の双方について、合計点のランク 

Ｓ＝合格 

Ａ＝Ｓの次位からおおむね 10 位以内の者 

Ｂ＝Ａの次位からおおむね 20 位以内の者 

Ｃ＝上記以外の者 

 

(2) 請求手続 

自己の成績開示を希望する者は、下記の書類を同封し、封筒表書きに「第２年次（または第３年

次）編入学試験成績開示請求書在中」と明記し、下記の宛先に郵送すること。 

イ）編入学試験の受験票 

  受験票を紛失した場合は、それに代わる身分証明書（学生証、運転免許証、パスポートなど） 

のコピーを添付すること。 

ロ）返信用封筒１通（定形封筒［23.5×12cm］に受験者の宛先を明記し、320 円分の切手 

《特定記録郵便料金を含む》を貼付したもの 
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(3) 請求期限  令和７年１２月１１日（木）必着 

 

【送付先】〒060-0809 札幌市北区北９条西７丁目 

       北海道大学法学研究科・法学部 教務担当 

 

13．そ の 他 

(1) 身体に障害のある場合は、受験上及び修学上特別な配慮を必要とすることがあるので、８月２９日

（金）までに法学部教務担当へ申し出ること。 

(2) 検定料の取り扱いについて 

出願書類を受理した後は、次の場合を除き、いかなる理由があっても払込み済みの検定料は返還

しない。 
ア 検定料の返還ができる場合 

① 検定料を払い込んだが北海道大学法学部第３年次・第２年次編入学の出願書類等を提出しなか

った場合、又は何らかの理由により出願書類等が受理されなかった場合 
② 検定料を誤って二重に払い込んだ場合 

イ 返還請求の方法 
願書提出先に、「検定料払戻請求書（所定様式）」を返信用封筒（定形封筒にあて先を明記し、110

円分の切手を貼付）を同封の上請求すること。 
「検定料払戻請求書（所定様式）」に必要事項を記入の上、必ず「検定料受付証明書」を添付して、

下記送付先へ速やかに郵送すること。 
払い戻しには相当の日数がかかるので、あらかじめご了承願いたい。 

【送付先】 〒060-0809 札幌市北区北９条西７丁目 北海道大学法学部会計担当 
また、出願が受理されなかった場合については、本学から別途返還に必要な書類を郵送する。 

 (3) 出願書類を請求する場合は、テレメールにより請求すること。請求方法は本学部ホームページを確 

認すること。 

 (4) 過去３年間分の入試問題を本学部ホームページ上で公開している。 

（https://www.juris.hokudai.ac.jp/nyushi/n_hennnyu.html） 
 

 

 

北 海 道 大 学 法 学 部   

 
  




